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19世紀後半ロシア帝国ヴォルガ・ウラル地域のマドラサ教育

磯　貝　真　澄

は　じ　め　に

　ヴォルガ中下流域とその東方に位置するウラル南麓西シベリア，そしてカザフ草原北

端におよぶ地域に居住するテユルク系ムスリムを対象とする近代史研究において，教育を

めぐる問題は最も重要なトピックの1つである。1880年代初めパフチサライで，クリミア・

タタール知識人のイスマイル・ガスプリンスキー（イスマーイール・ガスプリーンスキー，

Ismざil　Gha＄prlnskl，！851～1914）が，ロシアのテユルク系ムスリム社会で伝統的に実践

されてきた教育方法を改革し，「薪方式（u＄UH　jadid）」の教育として普及させる活動を始

めた。これがヴォルガ・ウラル地域のテユルク系ムスリム知識人らに受容されると，教育

のみならず社会の多岐にわたる問題について様々に改革論を唱道する知識人らが，総じて

ジャディード（jadidchl，　AOIcaAth」IIICT）と呼ばれるという状況が生じた。つまりヴォルガ・

ウラル地域のテユルク系ムスリム知識人らによる改革運動は，教育改革論を契機として勢い

を得たのである。それゆえ教育問題は当該地域の近代史研究上，極めて重要なテーマであり

続けてきた1＞。

　だが新方式教育が研究対象として脚光を浴びる一一方，それ以前の教育をめぐる問題につい

ては，しかるべき研究が行なわれてこなかったと雷ってよい。アメリカの研究者フランクが

指摘したように2），先行研究のほとんどにおいて長らく，薪方式以前の伝統的な教育は，

ジャディードに対抗するカディーム（qadlmchi，　KapmMzcT），すなわち守旧派が保守しよ

うとしたものとして否定的に形容されるにとどまってきた。しかし後述するように，1990

年代半ば以降，伝統的な教育の実態を，より適切な一次史料に依拠して解明しようとする研

究が発表されつつある。現在，ヂ伝統的なるもの＝保守＝否定すべきもの」と「革新的なる

もの＝改革篇肯定すべきもの」との絶対的な二項対立を措定し，後者が前者を打破・克服す

1）　瓢方式教育がトルキスタンのテユルク系知識人らにも受容されたため，トルキスタン近代史研究

　においても教育問題は重要なトピックである。わが国の研究としてはTまず小松ig96；大石1996

　を見よ。

2）　フランクは，先行研究が「モダニストの，進歩的で，晒向きの』ジャディード教育」とヂ『伝統

　主義的麟，スコラ主義的，反啓蒙主義的，反動的なカディーム教育」の対立の構図を提示しtそれ

　があたかも「改革と反動のあいだの騨永久不変の』薄立」であったかのように説明してきたとし

　て，鋭く批判する［Frank　2001：218－219］。
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るという，単純かつ，ある種典型的な図式に囚われることなく3），「改革」以前を明らかに

する研究を進める必要がある。

　以上のことを踏まえ本稿は，！9世紀後半，新方式教育が普及する直前のヴォルガ・ウラ

ル地域におけるマドラサ教育の実態の解明を，第！の目的とする。特に，教授・学習に利用

された書物と，それにより構成された教育課程がいかなるものであったかを明らかに

する。主要史料は，1860年代半ばから1880年野末に当該地域で伝統的なマドラサ教育を

受けた改革論者のウラマーであるリザエッディン・b・ファフレッディン（リダーウッ

ディーン・b・ファフルッデイーン，Ri娯a’a圭一Din　b．　Fakhr　a1－DiR　b．　Sayf　al－Dm，1858～！936，

以下，本稿ではりザエッディンと記す）が，！905年に執筆した膚伝の手稿［HAPT：Φ．

1370，0H．1，　n．　27］である。これを史料としてマドラサ教育の実態を研究する意義は2つ

ある。1つは新方式教育が普及する直前の時期のマドラサにおける教育内容を，！人のム

スリムが学習を始めてから終えるまでのひととおりのプロセスとして，詳らかにし得るこ

とである。いま一つの意義は．これが改革論者ウラマーを代表する存在であったりザエッ

ディンの活動や思想を研究するための基礎的な作業となることである。さらに本稿は，ロ

シア帝国の行政下にあった当該鞍置地域のマドラサで，ムダッリス等の資格を公認されて

教師を務めようとする人々が受験せねばならなかった，資格審査試験に関連する諸々の史

料もあわせて検討することにより，マドラサ教育の掻的やその社会的機能をも考察すること

とする。

　なお本稿でいうヴォルガ・ウラル全域のマドラサとは，イスラーム諸学を教授する寄宿制

の高等教育施設のみならず，クルアーン暗唱等の初等教育のための施設も含む。なぜなら巌

該地域ではしばしば，高等教育施設とこれに付随する初等教育施設の総称として，マドラサ

（現代のタタール語，バシキール語からカナ表記すればそれぞれメドレセ，メゾレセ）とい

う呼称が用いられたからである4）。またH付は露暦による。

1　先行研究と主要史料

　1先行研究

　ヴォルガ・ウラル地域，すなわちおよそ現在のロシア達邦タタルスタン，バシコルトスタ

ンの両共和国とその周辺にあたる地域では，ソ連時代より，タタールやバシキールの歴史研

究者らによる教育史研究が行なわれてきた。しかしそれらにおいて薪方式以前の伝統的なマ

ドラサ教育は本格的な研究対象とされず，ただ新方式教育の歴史的前提として否定的に野幌

3）近年の研究から例を挙げれば，Dudoignon　1997；長縄2GO3は，20世紀初頭のムスリム知識人の

　濡動や思想について，ジャディーードとカディームの絶対的な二項薄立という麟式にあてはまらな

　いような歴史的事例を提示する。

4）　マクタブの語は，特に初等程度の教育のみを実施する学校について使用されたと考えられる。
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されるのが常であった5＞。ソ連解体後！990年代半ば以降，伝統的なマドラサについて比較

的詳しく解説する研究が徐々に現われるが，まとまった研究は唯一，1860～90年代のバシ

キリアにおける教育をテーマとしたΦapxmaTOB　1994のみと言えよう。このファルフ

シャートフの研究は，特に行政文書等のロシア語史料を用いて，マドラサ，マクタブの数や，

教師数，学生数等々を推定し，教育課程や学生生活について概説する。そして多様な，しば

しば相互に矛盾する史料を論理的に批判・検討しつつT伝統的なマドラサやマクタブのあり

かたについて従来のように単純に否定するのではなく，客観的に叙述しようとする。しかし

本稿が特に明らかにしょうとする，マドラサで利用された書物とその教育課程について，こ

の研究はヴォルガ・ウラル地域のみならずトルキスタンやその他の地域の状況もあわせて記

述された史料等に依拠しており，この点には注意する必要がある［COaPXI■［aToB　l994：

54－77］　o

　一方，欧米の研究者ではドイツのケムパーがKemper　l998において，現在サンクト・ペ

テルブルグやヴォルガ・ウラル地域の図書館等に所蔵される写本類をもとに，18～19世紀

のヴォルガ・ウラル地域のマドラサで利用されていたであろう書物を，その正式な名称，著

者，その書物の属す学問分野等の情報とともに提示した。しかしケムパーはそもそも，マド

ラサにおける教授・学習プロセスとしての教育課程を解明することを目的とせず，そこで利

用されたとみられる書物の情報を示すにとどまっている［K：emper！998：215－220］。

　また，アメリカの研究者フランクはFrank　2001で，マドラサ教育を重要なトピックの！

つとして取り上げた。この研究は，サラトフ市の東南を中心としカザフ草原北西端におよ

ぶ農村地域の歴史を叙述する『アルトゥ・アタ史（Tawarlkh－i　A1㌻i　Ata）』の検討を主眼に

据えており，マドラサ教育についても，この史料から多数の興昧深い事例を提示する。し

かし本稿が扱う書物や教育課程の問題について，フランクは基本的に上述のK：emper　1998

と，伝統的な教育を厳しく批判する立場にあったタタール知識入ジャマール・ヴァリドブ

（JEoitaMa」i　BaJianoB，　1887～1932）によるBanvaxxoB　1923から得られる情報をあわせ，整理

するのみである。このBaπ曙081923は，ヴァリドブがタタール語で著した作品がロシア語

に翻訳され，！923年に繊版されたものである。そのオリジナルのテクストは現存しない。

このような史料的価値を減ずる条件を備えるにもかかわらず，BaaMgOB！923は，その情報

鐙の多さと，ロシア語で読むことができるという手軽さゆえに，多数の先行研究で利用され

てきた。だが，この著作にみられる伝統的なマドラサ教育についての記述は，著者ヴァリド

5）　一例として，教育史研究の先駆であるマフムートヴァの謬タタールにおける世俗教育の形成（学

　校悶題をめぐる闘争1861～1917）」は，新方式以前の教育について，「i日方式のタタールの学校」

　という章を設けて解説する。しかしこの研究はそもそも「世俗教育の形成」過程を脊定的に詳述

　することを意図しており，「旧方式」については，新方式とは絶対的に相容れないものとして否定

　的に講述する。そして史料に，細方式」教育を批判する立場にあった者らによるテクストを利用

　し，その批心的喬辞をそのまま採用する。しかしながら，この研究は儀々の歴史的譲実について

　多くの有益な情報を含んでおり，現在でも必ず参照すべきものである［MaXMyTOBa　！982］。
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フが上述のようにこれに否定的であったこと6），さらにヴァリドブ自身が修学したマドラサ

が一定程度のカリキュラム改革を経たものであったことから7），その内容を無批判に受け入

れることはできない。すなわち現在のところ，！9轡型後半ヴォルガ・ウラル地域の伝統的

なマドラサについて，教授・学習の過程としてのカリキュラムを，1人のムスリムの経験に

基づく記録から得られる情報に依拠しつつ整理し，かつ教育に利用された書物自体の情報も

含めて提示する研究は，管見の限り，存在しないのである。

　次に，本稿が利用する主要史料の著者であるリザエッディンについての奪論であるが，ま

とまった研究は，筆者の知る限り，BavameB　l996；XecePteHoB　l997；TUrko墓lu　2000の3点

である8）。このうちBavameB　1996は，リザエッディンの思想を分析する研究として高い価

値を有するが，彼がマドラサで経験した教育の内容については具体的情報に乏しい。Xθce－

tae｝｛OB　l997は，専門的研究書というよりも一般書に近い体裁の，豊窟な情報を含む伝記的

研究である。しかしこれもやはり，リザエッディンが経験したマドラサ教育の内容について

説明するものではない。これらと比較してTUrko露lu　2000は，特にリザエッディンの活動業

績を詳しく解説するものであり，マドラサで初等程度の教授・学習に利用された書物と，そ

の教育課程についても具体的に説明する。だが，その典拠には曖味な部分がある。さらに高

等程度の教育内容については，この研究も上述の2点の研究と岡じく，具体的情報に欠けて

いる［TUrko墓lu　2000：26－49］。つまり，リザエッディンの活動や思想を分析する諸々の先

行研究において，彼が経験したマドラサ教育の詳細は，それが彼の思想形成における重要な

要素であったと考えられるにもかかわらず，必ずしも明らかになっていないのである。

　以上のような研究状況に鑑みれば本稿は19盤紀後半ヴォルガ・ウラル地域の伝統的な

マドラサ教育についてのみならず，知識人研究としてのりザエッディン研究の分野でも，一一

定の意義を持つものとなろう。

　2主要史料

　まず本稿の主要史料の著者であるリザエッディンの経歴を概観し，次に史料そのものにつ

いて簡単に説明することとする。

　リザエッデ／ンは，1858年12月31日，サマーラ県ブグリマ郡キチュチャトヴォ（ユル

6）　この点はすでにフランクが指摘している［FraRk　2001：219－220］。

7）　ヴァリドブが学んだのはヴャトカ県サラプル郡イジ・ブビ村（現タタルスタン共和国アグルィズ

　地区）に存在したブビのマドラサである。このマドラサは！890年代半ば以降，紬！2傘初めに閉

　鎖されるまで，当時としては槽当ラディカルなカリキュラム改革を進めたことで知られる［Max

　MyToBa　2003］0

8）　リザエッディンの活動や思想については，XycazHoB　ll　Ap．（pell．）1988；∈）ipulHpxaHoB　va　llp。（pe－

　xx．）2003；XIIcaMKT”MHoBa　va　Ep．（peE．＞2006；Φq　1；Φ級2等，論集も多数公刊されている。ま

　た近年では，Bafi6yaaTOBa　2006のように，リザエッディンの活動や思想における個別の問題に

　アプローチする尊門的研究書も現われている。
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ダシェヴォ）村（現タタルスタン共和國アリメティエフスク地区）のイマームの家に誕生し

た。彼は幼少のうちはイマームである父親とアブスタイ（abi＄tay＞9）である母親から教育を

受け，1865年秋，7歳になる頃，故郷の村に近いニージニエ・チェルシルイ村（現レニノゴ

ルスク地区）のマドラサで学び始めた。1867年秋から68年春彼は義兄ギルマーン・ケリ

ミー（カリーミー，Ghilman　b．　lbrahim　al－K：ariml，1841～1902＞に連れられ，テストポリ市

のマドラサに移る。しかし！869年秋，彼は再びニージニエ・チェルシルイのマドラサの

シャーキルド（学生，sh2kird，　shagird）となり，以後は基本的にこのマドラサで勉学に励

むこととなった。彼は1889年春まで，原則として毎年秋から春の時期にマドラサで寄宿学

生生活を送り，夏は膚宅に戻って学問を修めた。

　リザxッディンは20歳を過ぎると，イスラーム改革論に深く関係する文献を読み始める。

1880年代，彼はイスラーム改革論者のウラマーとして知られたシハーブッディーン・メル

ジャーニー（マルジャーニー，Shihab　a1－Din　a1－Marlani，1818－1889）の思想に親しむように

なっていた。またリザエッディンは1884年，新聞『翻訳者（Tarjuman）』（パフチサライ，

1883～！918）の購読を開始し，その編集発行者ガスプリンスキーと交際し始め，新方式教育

を支持するようになる。なお，この時期のリザエッディンはニージニエ・チェルシルイ村の

マドラサで，ハルファ（khalfa，　khallfa）10＞として他の学生らを教える立場にあったと考え

られる。1880年代後半になると彼は，農村のマドラサでは得ることのできない，自らに

とっての新しい知識を求めて行動する。彼は！886年，メルジャーニーに会うためカザン市

に赴き，1888年にはサンクト・ペテルブルグに旅行して，イスラーム改革思想活動家の

ジャマールッディーン・アフガーニー（Jamal　al－Dln　al－Afghanl，1839～1897）と面会した。

彼はさらに，エジプトでイスラーム改革論を展開したウラマーのムハンマド・アブドゥ

（Mubammad　‘Abduh，1849～！905）や，辞事典の編纂を中心とした業績で知られたオスマン

知識人シェムセッディン・サーミー（シャムスッディーン・サーミー，Shams　a1－Din　Saml，

1850～1904）らの著作をも読むようになった。

　さてリザエッディンは，！887年，ウファ市のオレンブルグ・ムスリム宗務協議会

（OpeH6yprcKoe　MaroMeTaHcKoe　AyxoBHoe　co6paHne，　OM無C）11）で資格審査試験を受け，

9）　アブスタイとは，マハッラの女性らの栢談を受けたり，ごく幼い男子や，女子の教育を行なった

　りする女性である。通例，イマームの妻であった£Kefeli！997a；1997b；2001；磯貝（生田）
　2009：　23］　．

iO）　巌該地域のマドラサにおけるハルファについては後述するが，　Frank　200！：236－241の詳細な解

　説も参照せよ。

11）　オレンブルグ・ムスリム宗務協議会は，エカテリーナ2世の勅令に基づき1789年にウファ市で

　開設され，ヴォルガ・ウラル地域と薦シベリアのムスリム行政を管轄した行政機関である。19世

　紀後半には，基本的に内務省の異国宗教宗務周（双enapTaMeHT　AyxoBHblx　ge∬　MHocTpaHHblx　vac－

　fiOBenaHzti＞管下にあった。その経織はムフテ／一という職位の協議長！名と，カーディーと1呼

　ばれる協議員3名，書記や通訳窟らで構成された。すなわちここで，ムフティzカーディーと

　は官職名である。そしてマドラサやマクタブは，実質的にこの宗務協議会の管轄の下にあった／
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イマーム・パティーブとムダッリスに適格と認められる。そして1889年春，彼は20年以上

に及んだマドラサ生活に終止符を打ち，サマーラ県庁より赴任することを認定されたブグリ

マ郡イリビャコヴォ村〈現アズナカエヴォ地区）でイマーム職に就いた。しかし彼がそこで

イマームを務めた期聞は！年半ほどであった。1891年，彼はウファの宗務協議会でカー

ディーとして勤務することとなる。彼が若くしてカーディーに任じられた理由は，イスラー

ム諸学に通暁していることが評価されたためとされる。その後彼は15年ほどカーディーを

務め，その間に慮らの著作を公刊したりしたが，1906年，退職してオレンブルグ市に移る

と文筆活動に奪遍し始めた。彼が！908年から雑誌『シューラー（Shara）滋（オレンブルグ，

1908～！9！7）の主筆を務めたことは，周知のとおりである12）。

　すなわちリザエッディンは，1860年代後半から80年代詠という，当該地域に薪方式教育

が普及する直前の20年余りの期間にわたってマドラサ教育を経験し，学識あるウラマーと

しての評価を得た人物であった。

　ところで本稿の主要史料である彼の慮伝とは，彼が甥のファーティフ・ケリミー（ムハ

ンマドファーーティフ・カリーミzMulparnmadfatih　ai－K：ariml，1870－1937）13）に書き送っ

たもので，現在タタルスタン共和国国民文書館（Ha照OHaπbHb磁aPXIiB　PeCiiy6xvaRva

TaTapcTaH，　HA　PT）のケリミーのフォンドに保存されている［HA　PT，Φ．1370，0R．1，　A．

27］。その内容から，リザエッディンがこれを執筆した時期は，！905年7月末から9月前半，

すなわち彼が宗務協議会のカーデ4一を辞める1年足らず前と推定され得る14＞。つまりこ

＼　（1874年以降は，法的に教育省管下とされた）。ただしマドラサやマクタブが国家財源により運営

　　されていたわけではない。詳しくは，長縄2004；Naganawa　2006；A3aMaToB！999；A3aMaToB

　　2006；Φapx】LlaToB　1994：42－45を見よe

12）以上tリザエッディンの経歴については主に［BanUieB　1996；TUrS〈o墓lu　2000］の先行研究，お

　　よび本稿の主要史料である彼の自伝［HA　Pτ，Φ．1370，　Oi1．　i，　A．27］による。なおt筆者はwシ

　　ア科学アカデミー一・ウファ学術センター学術文書館（Hay畷L説apxHB　yΦK瓢cKoro　Hay聡oro

　　鳳eHTpa　PoccntiCffova　al｛alleMvaM　HayK）が所蔵する，わずか4葉からなる，やはりリザエッディ

　　ン慮筆の薗伝鑓AyH耳PAH，Φ．7，0u．1，　g．10（c．　a．）：π．564－567］も参考にした。ちなみに豪

　　該文書館には，リザエッデKンがソ最期に書き遺した多量の手稿が保存されている。その概要に

　　ついてはByπTarCOB　2008を見よ。また，オレンブルグ・ムスリム宗務協議会での資格審査試験や

　　イマームの任命等にかかわる制度については，後述する。

13）　リザエッディンの姉が上述のギルマーン・ケリミーと結婚しており，ファーティフはその息子

　　である。ファーティフ・ケリミーは印刷出版のカリーモフ・フサイノブ歓を経営し，薪隔『ワク

　　ト（Waqt）」（オレンブルグ，1906～！917）を発行して主筆も務めたことで知られるが，その三業

　　の基礎となる印刷業を開始したのは彼の父ギルマーーンであった。

14）執筆時期は，以下のような史料の内議から推定可能である。すなわち，リザエッディンはこれ

　　を既製の方眼ノートを利屯して書いたが，このノートは右から捲ると，まずファーーティフ・ケリ

　　ミー宛の短い手紙が現われる。その日付はヒジュラ麟1323年ラジャブ月27LJであり，露：暦に換

　　算すれば1905年9月14ffである。それを捲ると「伝記（tarjuma一蹴a1）」と表題を付けられた，

　　表裏1葉に収まる，履歴書のように簡略な情報のみを重した短い紀伝が現われる。さらにそれを

　　捲ると，「薗伝（tar舞ma拠）」という表題と，著者名や韻文が記された表紙風の頁が現われる。こ

　　こまではヨーロッパ式のペン（おそらく驚ペン）により，書体は強いていえばナスフに近いスタ／
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の史料は，1905年革命でテユルク系ムスリム知識人らによる新聞や雑誌が急増し，こうし

た定期刊行物上で伝統的なマドラサがより厳しい批判の対象となる以前に執筆されたもので

ある。従ってこれが，例えば1917年の革命後に執筆されたBallvaAOB！923等と比較して，

伝統的なマドラサの状況をより実態に則して伝えるものであることは疑いない15）。

　このリザXッディンの極伝は，彼が他の人物にわざわざ書き送ったものであるため，史料

として利用するには，その執筆意図を確認しておく必要があろう。彼は，この自伝に付した

ファーティフ・ケリミー宛の手紙に，次のように記している。

　　あなたがお書きになった著作と，そして進めておられる仕纂およびご尽力に対し，お返しとなる

　　ものを贈りたく思いました。あれを送り申し上げてよいか，これを送付申し上げてもよいか，と

　　考えていた折。f私が自伝を書いて送り申し上げれば，どうだろう」と急に思いつきました。脚A

　　PT，　cl）．　1370，　orr．　1，　g．　27：n．　31　6］

すなわちこの自伝は，リザエッディンがファーティフ・ケリミーに対し謝意を示すという口

実で書き送ったものである。実はケリミーは，この時すでに印剃所を経営していた。それゆ

えリザエッディンがこれを，適切な機会に公刊するつもりで書いた可能性も否定できない。

しかし今のところ史料から確実に読み取れるのは，リザエッディンがケリミーへの贈りもの

とする意図でこれを執筆したということのみである。

　この自伝については，公刊史料集［MepnaHO3　K　np．（pe幻！999］のなかに，その現代

タタール語訳とロシア語訳が存在する。しかしこれらの翻訳には若干の編集が注釈なく加え

られており，誤りも散見される。さらに現代タタール語訳は，原文のキリル文字転写とも現

代タタール語訳ともつかない文章であり，結果的にUシア語訳ともども適切さを欠くものと

なっている16）。いずれにせよ本稿は情報の正確を期すため，HAP？，Φ．1370，0R．！，　K．　27の

原文に依拠する。

＼　イルで書かれる。その表紙風の頁を捲ると，やはりヨーロッパ式のペン（ただし金属ペンと考え

　　られる）により，しかしそれまでとは異なる，ナスフの活字体に非常に近い書体で書かれたTr序

　　需」から始まる本文が現われる。リザエッディンはこの「序言」を，「この火曜臼，陰暦！323年

　　ジュマーダーH月7E］（！905年7月26　fi）をもって，私の47歳が終わり，私は48歳になった」

　　という文章で轡き始める。つまり彼は，まずノートの最初の円助を空けて本文を書き始め，本文

　　を書き終えた後に國頭の手紙や「伝記」，および袋紙風の頁を書いたのであり，従って執筆時期は

　　1905年7月末から9月前半と推定できる。

15）ただしガスプリンスキーの新方式教育構想を支持するリザエッディンは，この自伝のなかで轟

　　然，霞らが経験したマドラサ教育に批判的な見解を述べている。

16）従って筆者は，公刊されたものを利用する場合は，MepnaHOB　z　PtP．（pen．）！999所収の現代語

　　訳よりも，近年刊行されたキリル文字転写版であるPM3a3TnXll　2009を参照すべきと考える。
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il　リザエッディンが経験したマドラサ教育

　1書物

　リザエッディンは上述の誤伝のなかに「私が読んだ書物」という章を設け，自らがマドラ

サ生活において読み，学習に利用した書物の名称を列挙している。以下に，その一部を訳出

する。

　　私が最初に読んだ書物は，私の記憶に残っているところによればカザン市で出版された勲4グ認

　　al－shuhzlrという題名の作品である。〔申略］

　　これ以前に，私は当然，、配施δ，Haftiyakが忽」とffaftiJ，ak　szirasi，　Ba－dawdimt　Taqiy‘aiabt

　　Alehir　zamdnという書物を読んでいた。なぜなら我々の家にいる，学ぶべき子どもらには，我々

　　のアブスタイらがこのようにして，これらの書物により授業を行なっていたからである。

　　私はFadtz　’il　al－shuhz2rの後に，　Muhi？nmat　al－mz‘sli7nin，　Qirq　hadith，　ShurzZt　al一，αlditの書物を

　　読んだ。テストポリ市では義兄のもとで，Yafe加々の砿ffamd’i　bi－hadd，　Safwat　al一辮翻σ副融

　　Amdili，τゆ7勿z　al一か躍如初〃辮の書物を読了した。

　　私はトゥベン・シェルチェレ（Tttban　shalchaE）17＞に行くと，3伽の～地Ayyttlzdi　al－walad，

　　Biddyat　al－hiddiya｝8），　Fiqh－i　afebar，躍5励al－afllzbdrT　s麓7厩α尻s1伽z，地1α砿盈励al－arba一

　　‘illaを読み，諸々のマドラサの筆頭の師匠であるアブドゥルファッターフ師による規定の授業

　　（nizaml　dars）として以下の書物を読んだ……ξ後略］［HA　Pτ，Φ．1370，0u．1，　A．27：π．2！6－22　a］

この文章は，リザエッディンが，マドラサで槻定の授業（nizaml　dars）」を受け始める以

前の段階で学習した書物について，述べたものである。この記述からは，彼が書物の略称を，

学習した順序に従って列挙するよう努めていることが窺われる。

　そこで以下に，リザエッディンの記述に依拠しつつ，彼がマドラサでいかなる書物を学習

したのかを明らかにしてゆくこととする。まず，彼が「規定の授業」以前の段階で学習した

書物を略称から同定し，そして学習の順序に基づいて表にしたものが，次の表1～3であ

る19）。

17）　ニージニエ・チェルシルイのテユルク（タタール）語名である。

18）　リザエッディンは最初に文章を書いた時，Aewuha　al－waladとBiddyat　a／一加4のαの書名を書き

　忘れたらしい。この2つの書名は欄外に書かれており，S卿伽のとFiqh－i　alebarの間に挿入する

　ようt記号で指示されている。

19）筆者が書物の同定のために参考にした文献はGAL；CBP　AM　y3CCP；Xa∬HaoB（pen．）
　1986；　OpenoBa　（peA．）　1996；Sy”TaEoB　2002；llMxTpxeBa　2002；Iiranf13ypmvaHoB　2002；Ca｛1＞zy－

　zzHHa　2003である。同定の作業に際しては，その轡物がヴォルガ・ウラル地域で普及していた

　と考えられるかどうかを：重視した。
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表1　父母のもとでの学響に利用した書物（～6歳頃）

順序 史料にみえる書名 著者名，書名 内　　　容
鷺碁五2G）八口綴

圭 ・4！施ク
　　　　　簡?者不明，乃η砒3惚7グ（s加短’4
ｿz一勿z伽）

アラビア文字とイスラーム教義の基礎 T，P？

2 磁潤目び卿と
r加々3〃α∫ガ

編者不明，」噸か盈び忽と
濶ﾁ々3〃αs」21＞ クルアーンの一部抜粋 A

3 βα一4α磁フη

‘Abd　a1－Ra垣m　　a1－Bulgh議r1
i（｝t重z　irnani，　！754－1834），　βα一

Sα磁1フz競励」

子ども向けの詩 T

4 乃⑳毎α∂ （同建困難） 表レ5の一部抜粋？ T？

5 一滋肋か忽チ磁ノz

Su正aym浸n　Baqirghanl但akim　　　　　　－at氏d．1186＞，A盈ピγ2ωη伽附議ガ

最後の審判を題材とする詩 T

6
勘磁’～z　，

ｿZ一∫1z〃z2〃

Ja碧aal　a亙一DI篇　b．　Blk（t）ash（d．

P873）22），勘4クr謬σ♂一3ぬz‘ゐ露7 イスラーム教義の基礎 A，T

7
Mz漉ガ〃z〃2磁

ｿz一〃z〃5励ππ

著鷺不明，

ｾ励〃フ2躍α1一伽5」ガ伽～23） イスラーム教義の基礎，問答体 A，P

8 α7σ加び融　　　編者不明，（2吻加4励 ハディース集（『40のハデイース悉） A，T？

9 s伽瞬α姪α耽　　著者不明，s勧畷α殉α磁 礼拝の解説 A

表2　テストポリのマドラサにおいて義兄のもとで初等の学習に利用した書物（8～9歳頃）

順序 史料にみえる書名 著者名，書名 内　　　容 言語

1 y読励の認 著者不明，y剛胆の厩
預需者ムハンマドを題材とする物語，

C文
P

2 耳α，η4一沁か加認 欄定困難〉

3 5⑳鷹
ｿz一フ7zαフ～σ痂‘

遊yM・・・…My・Ka鍾24），5⑳・’

ｿ」一フπαフηzz碗
イスラーム教義の基礎 A

4 、4規8zガ

A撫　’A11　Isma‘ll　b．　al－Qasim

＄ｳ一Qal正（901－967），　α1一メDπδ存

ial’Nawadir）？

散文集，教養（aδab），行為規範？ A？

5
7セ‘z勿3

ｿ／一フフ2z‘’ゴσ〃珈

Burh護鶏　al－D1n　al－Zarnαji　（d，

P223？），7〕α7競β／　ηzz諾ゴα／」謝

ﾐα吻α1一孟α‘σ1伽z

マドラサ学生の教養（adab），行為規

ﾍ A

20）　需素描の記号は，Aがアラビア語，　Pがペルシア語，　Tがテユルク，トルコ語（ヴォルガ・ウ

　ラル地域に特徴的な誤記を含むものか，トルキスタンのいわゆるチャガタイ語か，あるいはオス

　マン語かを問わない〉を指す。

21）灘加んガ忽は，表題を直訳すれば『7分の1の音節』となるが，クルアーンの一部屋抜粋し

　まとめた書物である。しばしばクルアーンから全体の7分の1にあたる分箆を抜粋したものであ

　ると説明されるが，実際には7分の1ではなく，開扉章や，台座の節と呼ばれる牝牛章255節，

　ヤー・スィーン章等の暗記すべき章節を収録する。ヴォルガ・ウラル地域で非常に普及した書物

　である［CaΦHyπ∬皿Ha　2003：64－65］。

22）この入物は，カザン県ママドィシュ郡シャドチ村（現照覧ルスタン共和国ママドィシュ地区）

　のイマームであったウラマーである［Ridざai－Dln　1908：549－553］。

23）　中央ユーラシアのスンナ派イスラーム世界で，ペルシア語が使朋された地域に広く普及した書

　物であるが，時代や場隣等により内容に大1隔な異岡が認められる［濱田2010］。

24）Cadezyll”uHa　2003：99－！00によれば，瀟シベリアのトボリスク県ヤルトロフスク管区（現ロ

　シア連邦テユメニ州ヤルトmフスク地区）出身の人物である。あるいは，リザエッディンのいう

　Safwat　al－manqzllditとは，　Shams　al・Dln　Ai｝mad　b．　Sulayman　b，　K：amal　Pasha（d．圭533）著Safwat

　α」ッフ2αノz願1耐万訥姻zS伽7曜αZ－salditかもしれない。
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表3　ニージニエ・チェルシルイのマドラサで初等の学習に利用した書物（7～10歳頃？）

順序 史料にみえる書名 著者名，書名 内　　　容 欝語

！ s伽伽飽

Bahぎal－Di漁Muねammad　b，　　　　　　謄

gusayn　aドAmili（Baha’L　1547－
P621），κガ’（7δ　3σ”σπガ彦　ε娠z7αZ一

ｨ晦2π嬬ασ¢磁αz一伽σ匂。
h伽αz一〃z嫉9（Nan　zva　halwd）

イスラーム神秘主義マスナヴィー詩 A，P

2 、細ツκ短認一繊♂α4
AbO　貝amid　Mしぬammaδ　b．
lu雌ammad　al－T負s1　al－Ghaz設韮
i！058－！！1！），〆1”z〃～々α♂一z〃α！α4

マドラサ学生の行為規範 A

3
β詔のα’

ﾐ」一旦4のσ

Ab血　Hamid　Muhammad　b。
lぬammad　al－Tasl　aレGhaz農韮，

J4め疵αム勉4のα

イスラーム教義の基礎，行為規範 A

4 ノ吻ゐ一ゴ盈加7

Aba　Han1fa　a1－Nu‘man　b．　Thabit

i699P－767），躍4ん認一〇勧4塔　ある

｢はその注釈書
イスラーム法学 A

5

　　　　　　　　　　　　　一riraj　a1－Dlr｝b．‘Uthmar｝al－UshI

≠P－Farghani（12c），　八砿56δ　σ」一

ｿ々励δ〃ゴーホα拗んガ名α如Z一盈1z鋼7

預言薯ムハンマドの野田，行為規範 A

6 s加〆磁α1ゴ51伽z

Muhammad　b、　Ab登Bakr　a1－
lu麺aレBuk引証誼（lm負m　zada，
пD1177），κガ励5雇プα’αZゴ面7π

･廊7αzゼ3勧π

行為規範 A

7
磁
」
α
飯
，

Burha貧　a1－D亙n　Ibrah夏柑　　b，

lu蟻ammad　a1－Ha玉abl（（i．1549），

y1α∂♂々の〃（σ勧アリ・α’αz一槻6孟α一

`照Z劾，あるいは地！α∂齢㎎伽

礼拝の解説，

rad1d　a豆一Dir烹al－Kashgharl（13c）著

l卿り癬αZッπ郷α漉に対する淺釈

A

8 κ惚6αたα7∂α‘魏α

Mu塚y茎a1－Dln　Aba　Zakariyざ

xa取ya　b．　Sharaf　al－Nawawi
i！233－1277），　／（’露虜∂　αみα7δα’か～α

謫�ｾz

ハデイース集

i駒0のハディースの書の
A

　さて，先に引用した文章に続けてリザエッディンは，「諸々のマドラサの筆頭の師匠であ

るアブドゥルファッターフ師による規定の授業」において学習した書物を列挙する［HA

PT，Φ．！370，0ff．1，　n．27：丑。216］。それらを岡三に書物の略称から同定し，学習順序に従っ

て整理したものが，次の表4である。

表4マドラサの師匠のもとでの「規定の授業」（10歳頃～？）において学習した書物

頒序 史料にみえる猫名 著者名，書名 内　　　　容 醤語

1 βα一ゴ6π
著者不1：勢（Baha’　al－Din　al一‘Amili　？〉，

ﾀα一46π
アラビア語文法学 A，P

2
slzα7～zゼ畠ぱ4δゴ、4〃励 ‘Abd　A圭lah　b，　Aq　Mubamrnaδ，

灯T副～ザ助ゴ澱π盈

アラビア語文法学，著潜不明のアラビア語
ｶ法書ル瓶？g認に対する注釈轡

A，P

3 Qα磁‘ガ4 著奢不賜，Q伽グ狡α姪‘短6　　　　アラビア語文法学 A

4 ‘擁勲，加～

6Abd　al－Qahir　b．」Abd　al－R的職a三ユaト

v級rjanf　（d，1078），κガ緬δ　α～一々”227z〃

F一刀～～’α

アラビア語文法学 A

5 闇闇〃吻

Ab通al－Qasim　Mahm嚢d　b．」U搬ar　　　　　　　　　τ

′¥一Zama｝くhsharl（1075－1144），κガ絞わ

ｿ♂一zζπ，ηz～41zの方α～一ノ～磁zσ

アラビア語文法学 A
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6 5助フ～01一伽z

Jamal　a1－D1n　　Mubammad　　b．5U出lnall　a里一Baikhl（三4c＞，／（蹟乃‘のワ～

ｿ」一L～〃z躍α9の，〃召～峨ガ」フπ

行為規範，Aba　Hamidヨ1－Ghazal夏著ノ左夕〆唖～露辮αム4勿等からの抜粋

A

7 κ磁ンα

Jam議l　a三一Dill　Abo　LAmr‘康hman　b．5Umar　b，　a圭一耳alib　（d，12婆9），　α～一

･吻α万ノ～伽。

アラビア語文法学 A

8 ”煙91z癖
Ath至r　a｝一DΣn　b．　Mu｛aδdal　b．　LUmar　　　　　　　　　　　　「　　　　・

≠戟|Abhar1（d，1264＞，κ漉δ認一甜㎏加哲

論理学，ポルピュリオスぎイサゴーゲー護を

烽ﾆにした論理掌書
A

9 5伽π⑳α

醤a舞｝a｝一Din卜Ai1　b．●》溢ar　al－Qazw1ni

≠P－K飢沁1（（圭，1276＞，α～一／～奮δ彪α♂一∫1zσ〃z－

投z受α～一σαz確‘～4α’ツノ～ω1垣壁

論理学． A

10 z2めゴα短1－o∫γ々7

Shams　a1－D拠　　Abα　ai－T誠ana「

aarakきt　aレZih　aレSiwas三（d．160Q），

＝e醒α’α1一αs葱ア方∫1zα壊ル費漉ん榔σプ

ｿ～一漁〃δア～ガー～一撫∫瞬

法学基礎理論（u§田alイiqh＞，　Hafl写ai－Din

`ba　aトBarakat‘Abd　AIIah　aレNasaa（d，
P310）著α1漉勧z8γo～一α7z飢ノ6プ万z45z～～θ～プi願

ﾉ対する孫注釈

A

11 勲～転転おα～一M晦ク

cimas銭q（1268磁338）．7潅於乃おα’一几4漁な

修辞掌，Siraj　a卜Din　Ab霞Ya　5qOb　Y嚢suf　b，

`b負Bakr　aトSakkak正（d．圭229＞著1願助
ｿ～一6諭吻．の摘要

A

王．2
3加壊ゴ㌔4σグ～ゴα」一

嘯S飯9伽」

Sa唖d　　aレDΣn　　h4as‘〔td　　b．‘Urnar

≠戟|Ta衰azanl　（1322－1390），∫んαγ～zα～一

x伽6π耀イー過αグガ4θ～一ノ～αs吻u

神学，Najm　al－DIn　AbO　Hafs’U登｝ar　al－

mas葡（1068－U42）著α」一ソ1σグ～ゴに対す

髢緖ﾟ
A

三3
櫛ε妨，αつ1

ﾗのア認」

Abmad　b．　MOsa　aレKhayail（15c＞，

ﾊ∫1⑳鷹α」一κ乃の・∂～ヂσ～8α～一s加壊

ｿ1一‘画グ～4

神学，表褄一12に対する濾釈 A

王4
梅∫1⑳α一ガ

邇t～んz～’」

‘Abd　a卜Hakiln　b，　Shams　aH）1簸　　　　　9

≠P－Siya｝k〔iti　　（a卜Sallk霞t乳　　d．1657），

~∫飯yα‘α～δ飯31め，鷹σ～一κ乃の∂～ガ辱α～∂s加ゆα」一踊短2伽」イガイ誓短〆ガゴ

ｿ」一πα∫のα像め磁’α1一罐δ2～‘・4δ4

ｿ～一伽々詐ηノ

神学，表4畦3に対する注釈 A

15 勲z〃ゴ漉　　P　　　　　　　　P

＄adr　al－Si｝arra　a｝一「r勤anrUbayd　Allah

aDMas‘αd　b．丁奮j　ai－Shar茎●a　Mahm嶺d

aD＄adr　aトSbar夏」a　aレAwwai　Abmad

＜gMa瓢babi　（d．1346），距z｛7（1〃～プ乞みα〃

X加～爾辮躍α～一八〃祠～

法学基礎理論，岡著響＄adr　al－Sha痒a　ai－

shanヂUbayd　Ailah　b、　Masしαd　al－Mabb蘇bi

ｪ廟らの法学基礎理論轡7セ〃gψα」謝解～に

ﾎして著した注釈書

A

16 距～双励　　　P

Sa←d　al畷）1n　Mas‘αd　b．’Umar　a卜

saftazani，α’一7汝～躍ψ万3／zα壊α～一

浴h（繊（α～万灯～z〃ψ万々α∫1ず乏zα9グ惣

ﾆ～一7潅πの）

法学基礎理論，表4－15に対する注釈 A

17
s伽7イ～一ガ‘／1σδ’ガゴ

ｿムDα呂。”翻∫

Jalai　aレDln　Muiユam磁ad　b．　As‘ad
≠戟|Dawwan1（1427－1502），Slzαγ々αム‘A¢Fガ4α卜α伽d砂α

i1281－1356＞　著α～一頴ご7ク’～（ゴαZ一α4zピolみ，α書こ文寸

ｷる注釈

A

　またリザエッディンは，マドラサの師匠iのもとでの「規定の授業」を理解するために自ら

が利用した書物の略称も列挙している〔HA　Pτ，Φ，1370，0rr．1，　A。27：π，216］。それらは当

然ながら表4にみられる諸々の書物の注釈書であるが，これをまとめたものが，次の表5で

ある。

表5マドラサの部匠のもとでの「規定の授業」のために自ら利fi1した書物

順序 史料にみえる記述 著者名，書名 内　　　　答 欝語

！ s海αγ腕如疵

’Abδal－Rahman　b．　Ahmad　al一　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

iamI（Mulla　JamL　d．！492＞，α1一

M御〆ガゴ　α1ガ走yグ砂α　（ル乃‘〃δ

D肋1π旨読αz一山吻α）

アラビア語文法学，衷4－7に対する注

ﾟ A
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2
騨加帥砂のための

ｾs切α一が鞍吻

Mulla　Sadiq（16c）著？，飯sん御一
ｪ蔽躍～β魏5嬉々‘4痂3ゐ召壊β～一一緬9枷扉（Kitdib　Mulldi　Sa－dig〉 論理学，表4－8に対する孫注釈 A

3 ∫加硲むαのための

唐ﾌツガ4擁5勿α5ガ

’AII　b．　Mubammaδal－Jurl設艮I　a1－

rayyid　　　a1－Shar1f　　（d．圭413），

唐�ｿγ々訪α勉α1－Rお認αα♂一3ゐ砺z－

R御（al－Kabchale）

論理学，表4－9に対する孫注釈 A

4

s々α7々ゴD伽磁漉

ﾌためのお刃¢4協
ｿムκ々1αノz∂αz〃ガ

is吻αsガ

Isma‘n　b．　Mu鉱afa　a1－Kalanbaw至

iGe至enbevi，　d，1790＞，　面5／z砂α

Uかs加乃αz一‘！吻グガ4αz一α4屈み，α

神学，表4－17に対する注釈 A

　ところで，これまで表にまとめた書物の他に，リザエッディンは彼自身がマドラサで独学

した書物，および他の学生らとともに学習した書物も挙げている£HA　PT，Φ、1370，011．1，

八．27：rr．21］。すなわちそれらは，彼が「規定の授業」の枠外で自主的に学習した書物とい

うことになる。次の表6は，これをまとめたものである。

表6　マドラサで独学（1～6），あるいは他の学生らと自主挙習（7，　8）した書物

順序 史料にみえる記述 著者名，書名 内　　　容 欝語

1 sんαψ一ガβ伽z鷹
ｿ♂一‘αy7z

Mlrak　Shams　a1－D正n　Muhammad　b，　　　　　　　　　　　ぞ

lubarak　S鎗h　al－Bukharl（14c＞，

悼ﾁγ々実理〃zα如ム‘のワz

論理学（哲学），Najm　al－D沁‘AII　b．‘Umar　al－Qazw璽n1　al－Katibi著κガ励

r肋α飽卜両のηzに対する注釈

A

2 s肱喰ゴ漁磁の7
6A1I　b．　MuUammaδ　aUurlani
≠P－Sayyid　　a互一Sharl£　　S々α7形一ゴ

w卸⑳グガ‘吻zαz一勉1彦フフz

神学，‘AOud　al－Din‘Abd　al－Ra垣m鍛

＜撃P亘著κ癖δα♂ツ麗z磁9びπ‘劾翠σム

Xσ妨πに対する注釈

A

3 r瞬云7一沼のψ厩

Na＄ir　a互一DI鍛　AbU　aトKhayr‘Abd　An2h　b，醇Umar　a1－Baydaw更

id，1286？），、肋磁7αム妨z2諺襯

ｿε短7α」一ホα’痂」

タフスィール（クルアーン注釈）学 A

4 瓶7⑳α」一媚画 lulla　K：husraw（d，　1480），醗79々’

ｿz一”π5zぬ16σ切‘諭zα」一z磁～

法学基礎理論 A

5 磁γ㍑α」一μ5z認
lul懐Khusraw，　M〃玩α1一鄭Z

法学基礎理論，隅著考が自らの法学基

b理論書である表6遜に対して著した

克ﾟ書
A

6
（表6畷6略に対
ｷる注釈である）
X〃z艀によるもの

aHzmiri（d，1690），　Mか㍑認一
噤e5詔

法学基礎理論，表6－5に対する注釈 A

7 ∫麗〃σ7π ≠戟|Bih激1（d．1707），　Sz〃α〃zα！一

e〃露フπ

論理学 A

8
⑫4ガMπδ砂α々

獅盗ﾘα∫ガ
高≠п@I）aim　Adhami　F会raφ（Qa摩I

lubarak，　d，1748），α～ゴ協4π乃砂α

論理学，表6－7に頬する注釈 A

　リザエッディンが「私が読んだ書物」の章に列挙する書物は，以上のようなもの℃ある。

だが彼は，さらに「私が筆写した書物」という章を劉に設け，自らがマドラサで筆写した書

物の略称も列挙している［HA　PT，Φ．1370，0u．1，江．27：π206］。それらは，上述の諸々の
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書物と：重複するものも含むが，彼が列挙する順序に従って表1～6と岡様に整理すれば次

の表7のようになる。

表7　マドラサで筆写した書物

瀬序 史料にみえる記述 著著名，書名 内容 言語

1 βα一面7z （表4－1）

2 slzα7々ゼ‘肋4沼’励 俵4－2）

3 Qαz確‘ガ4 （表4－3）

4 ‘、4躍伽zμ （表4－4）

5 漁〃餌7侮∫吻α∫ガ （同定困難）

6 纐夕α 俵4－7）

7 s勿7丁丁雁 俵5－1）

8 z舶4α’αz，α3短γ （表4－10）

9

Kんαy認が緬s毎砂αs∫に

ﾎするS加」勧距侮一
T留袖αsガ

（表4－！4）

10 ε∂吻 （表5－2）

11
Qαε蜘ゼ　　ノπz〃卿7加

Rんα痂
（岡定困難）25＞

！2
乃‘～」刀3　α～ツπz惚‘α〃ガ，π

@勿α」漁‘α〃z槻
（表2－5）

13
ル物α44珈αゴ　　”ノ備αη夕σ

Shams　al－D撫　Aba　a豆一Khayr

l面ammad　b，　Mubammad　al－
iazari　（d．1429），αZ一ル∫ε‘（μ6ゴが規α

ｿ1ゴα9α7砂α方α卜吻幅4

タジュウィード（クルアーン読諦）

w A

14

Khalld　a1－Azhar至によ

驕CMz‘σα（∫（だ班α一∫　フα一

Qα7御に対する注釈

Zayn　aレD夏n　Kha里重d　b．’AII　b．　AbO

aakr　al－AzharI（d．1499＞，　S勧痴

ｿz－M鰐α4ゴ伽ασ1ゴα9αγ碑

タジュウィード学，表7－！3に耕す

髓克ﾟ
A

15
Rzグzz2α’

ｿz－s2躯グ

Jalal　al－D璽n　Ab自al－Fadl‘Abd　a圭一

qa垣man　b．　AbO　Ba鑑r　a1－Khuφayr至

′¥酬Suy〔辻正　α445－1505＞，αZ－Tα孟乃δ髭

茁ﾓが伽‘ガノ」磁α～一’吻π（砺物α廊z〆

Fα♂一枷～励¢yππαムσαδプ）

ハデイース学（ラジャズ詩型） A

16 ‘みッフzαム‘ガ伽 （表牛6）

17 M読伽5αγ
ｿ」一晒4のα

Sadr　a1－Sh段rra　a1－ThanrUbayd

`llah　b．　Mas‘ad　a1－Mahb預b1，αム

ｪ章のα姫‘ん伽5α7αム珊4のα

～去学，丁農jal－Sharl‘a　Ma麺mad　b．＄adr

≠P－Sharl‘a　al－Awwal　A麺mad　al－

lahbabl（13c）著　珊すめ・α’α」一ル

ﾖのθ方吻α∫グμα1一疏4のα26）の摘要

A

　1860年代後半から1880年代盤上のヴォルガ・ウラル地域における伝統的なマドラサで，

リザエッディンが所定の順序に基づき学習した諸々の書物は，ほぼ以上のようなものである。

25）al－Qasida　al－munfari　’aという表題の書物は，　AbU　Harnid　al－Ghazallによる著作と，11～12世

　紀の著者Abtt　al－Fad正YUsuf　b，　Muhammad　b．　aE－Naねw1　a1－Tawzar正によるものの2つが知られる

　［GAL　GI：268－269；426］。リザエッディンが書写したものは，これらのいずれかに対する注釈書

　と考えられるが，現在のところ同定不可能である。

26）　このal一路4のσは，中央ユーラシアや南アジアの広範な地域で権威ある・書物として利用された

　ハナフィー派法学轡である，マルギーナーニー（Burhan　al－Din　Aba　al－Hasan　LAIi　b．　AbU　Bakr

　al－Marghinanl，1117～1197）著『ヒダーヤ（al－Hidaya）壽の摘要である。
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彼は上述の自伝において，これらの他にもいくつかの書物の略称を記録するが，少なくとも

彼がマドラサで学習した書物として意識的に列挙するのは，上述の表1～7にみられるとお

りである。

　これらの書物は，ほとんどが11盤紀から17，18世紀頃までの闘に著された古典文献であ

る。リザエッディンが実際に利用した手写本が比較的下しい時代に作成されたものだとして

もrその書物のテクスト自体は，彼が生きた時代よりもはるか以前にその学問的権威が確立

したものばかりであったと言える。そしてまた，これらの書物の著者の出身・活動地域が，

ヴォルガ・ウラル地域ではないことにも留意する必要があろう。これらのうち，ヴォルガ・

ウラル地域（あるいは西シベリア等の，ロシア帝国領内）の出身であったり，そこで活動し

たりしていた人物による著作であることが確実なものは少なくとも表1－3と1－6の2点，そ

してその可能牲の高いものはW〈　2－3であり，あわせて3点のみである。また，これらの書物

の圧倒的多数がアラビア語文献であり，テユルク語やペルシア語のそれは教授・学習段階の

初期において補助的に用いられるのみであったと考えられることにも，注意を払う必要があ

る。こうした諸々の事爽は，巌該晴代地域のマドラサで利用された書物と，それにより構成

された教育課程の由来に深く関係するのだが，この問題については本稿の末尾で触れること

とする。次に，主に本節で明らかになった事実に基づきtリザエッディンが経験したマドラ

サ教育課程について整理する。

　2教育課程

　リザエッディンが経験したマドラサ教育は，「規定の授業（nizami　dars）」以前と，「規定

の授業」との2つの段階に大別される。前者は，彼が幼い年齢のうちに，自らの母親を含む

アブスタイらであるとか，または父親や義兄，その他の教師のもとで受けた教育である。一

方，後者は，彼が10歳を過ぎて以降，「規定の授業」として受けた教育である。本稿では，

前者をマドラサにおける初等程度の教育，後者の「規定の授業」を高等程度の課程としt各

段階における教育内容を整理して示すこととする27＞。

　上述の表！～3に基づけば，マドラサにおける初等程度の教育ではおよそ，（！）クルアー

ンやその一部の抜粋からなる書物を利用したクルアーン暗唱，（2）アラビア文字とイスラー

ム教義の基礎知識，（3＞イスラーム神秘主義の要素を含むような韻文　（4）アダブと呼ばれ

る教養や行為規範そして（5）ハディースが教えられたことが判明する。初等の教授・学習

段階の課程構成は，（1）や（2）が最初期から継続的に教えられると同時に，（3）が比較的

幼い年齢あるいは早い段階で，（4）や（5）が比較的遅い段階で教授されるというもので

あった。

27）　後述するBamanoB！923；Ko6noB　1916の記述や，ほぼ同時期のトルキスタンのマドラサ教育課

　程が『汝知れ雲，すなわちBa－dc？n（表4－1）の学習より始まるものであったことを踏まえれば

　〔磯貝2009：！07－！08］，本稿における初等と高等の区分は妥当とみなされよう。
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　特筆すべきは，リザエッディンの最初期の学醤が，アブスタイであった母親の指導のもと

で行なわれていたことである。そのことは，先に引用した文章の「……子どもらには，我々

のアブスタイらが……これらの書物により授業を行なっていた……」［HA　PT，（わ．1370，0fi．

！，g．27：π．21　6］という部分からも推定可能であるが、実はリザエッディンは，自らの代表

作の1つである『事跡（Athar）』のなかで，　Jamal　al－1）ln　b．　Bik（t）おh著勘4δ宕α1一∫肱ぬ〃

（表1－6）について解説しつつ，はっきりと次のように述べている。

　　私が幼い頃，学び始めてから読んだ書物のうちでt記憶に残っている最初のものが，このFaddi　’i／

　　al－shZtlzabrの本である。今弩のことのように覚えているが，私は最初の授業を，私の最愛の母から

　　受けたのであった。〔Rida’aE－Din　1908：553］

以上からすれば，表1の書物9点のうち少なくとも！～6は，アブスタイである女直らが子

どもの教育に利用していたとみてよい28）。

　初等程度の教育を，教授・学留に利用された書物の配述言語からみれば，クルアーンやハ

ディースの原文を除外すると，教蕎段階の最初期にはテユルク語で書かれた本が使われたが，

その賦すぐにペルシア語，そしてアラビア語で書かれた書物が使用されるようになったこと

が明らかである。リザエッディンは，表2以降にみられるとおり，演宅から離れたマドラサ

で学長し始めた7歳頃より後は，母語であるテユルク語で書かれた書物を学習に利歯しな

かった。

　ところで，高等程度の教育臆面に栢当するマドラサの「規定の授業」について，上述の表

4～7に含まれる情報を整理すれば以下のようになる。規定の授業の教育課程は基本的に，

ある学問分野の諸々の書物を順に教授・学習してゆきtそれを終えると次に学ぶべき学問分

野の書物をまたJl頁序に従い教授・学習してゆくという方法によったと考えられる。学問分野

の教授・学習の順序は，原則としてアラビア語文法学，論理学，神学，法学基礎理論（u§al

aレfiqh）の願であったことが，表4から判明する。それぞれの学問分野において広物は，表

4の12～14，15～16に顕著なように，原典と注疏の組み合わせに基づき教授・学習された。

史料にみえる書名が注釈書の場合，それは書物の本文が原典，本文欄外が注疏という形式で

書かれていたはずであり，リザエッディンは注釈書が手もとにあれば注釈のみならず，その

原典にも臼を逓しただろう。また表5からは，彼が規定の授業を理解するために，規定の授

業で使周された書物に対する注釈書を，独自に研究していたことがわかる。

　高等程度の教授・学習段階にあって，しかし規定の授業の枠外で，リザエッディンは独学

により，あるいは他の学生らとともに自主的に，表6にみられる諸々の書物を学習した。ま

た表7にみられるように，彼は規定の授業の内外で学習した書物の多くを筆写した。彼は，

筆写したものが紙やインクの減等の問題で痛んだ場合は，2度，3度と書写し直したと証書

28）　ヴォルガ・ウラル地域で女性がイスラームの基礎知識を広め伝える役割を果たしたことについ

　ては，Kefeli　1997a；1997b；20Mを参照。
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する〔HA　PT，Φ．！370，011．1照，27：u．206］。こうして独学したり，独自に筆写したりした

書物のなかには法学書Mzcfehtasar　al一　Wiqdya（表7－17）が含まれており，タフスィール

（クルアーン注釈）学（表6－3），タジュウイ～ド（クルアーン読謂学（表7－13，7－14），

ハディース学（表7－！5）といった学問分野の専門文献もみられる。すなわち，リザエッ

ディンが修学したマドラサでは，学生が規定の授業の枠外で様々に自主学習することが可能

であったと言える。

　また，高等程度の教育を書物の記述言語からみれば最初のアラビア語文法学文献2点

（表4－1，4－2）でペルシア語が用いられる以外は，すべてアラビア語によるものであったこ

とが明らかである。このことに関連して，テユルク語やペルシア語で書かれた「あんちょ

こ」が存在した可能性も否定できないが29），少なくともリザエッディンは，そうしたもの

について何も記録していない。

　ところでリザエッディンは，いかにして書物を入手したのだろうか。ほとんどの書物はマ

ドラサに備えられていたと考えられる。ただ彼には，義兄ギルマーンが巡礼の旅から

カイロや，おそらくはイスタンブルから一持ち帰った書物や定期刊行物を読む機会も

あった［HAPT，Φ．！370，0H．1，E．　27二m18a，19a］。そして彼は書物を筆写し，自ら所有

するものとしたが，その際に口頭で読論された文章を耳で聴いて書き取るという方法をとる

こともあった［HA　PT，Φ．1370，0n．1，　ll．　27：」1．20　a］。

　3　師弟関係と教授方法

　リザエッディンは虜伝のなかで「私の師匠」という章を設け，マドラサにおいて自らの師

であった人々の名前を挙げる。それによれば彼の師匠は，父母と義兄ギルマーンの他，

Husayn　b．　Muhyi　al－Dln　al’Maqtamawl，　Muhammad　llanif　b．　‘Abd　al－Qayyam　al－Shalchall，

‘Abd　al－Fatt2b　b．　‘Abd　al－Qayyarn　al－Shalchall，　Mubammad　b．　‘Ubayd　Allah　al－Klzlawl，

Sayyid　‘AII　al－Zahir　al－Watarlの5名であった。このうち彼が最も長い期間にわたり教えを

受けた師匠は，ニージニエ・チェルシルイ村のマドラサでの「規定の授業」のアブドゥル

ファッターフ師（すなわち上述の‘Abd　a1－Fatt的b．‘Abd　a1－Qayyam　al－Shalchall）であった

〔HA　PT，Φ．1370，0H．！，　R．27：π．20　6－21　a］。このようにリザエッディンが師匠の名前をわ

ざわざ記録したことは，誰が師匠であるのかが重要な事柄とみなされていたことを意味しよ

う。

　さて，こうした師弟の問での教授方法についても，リザエッディンは次のように自伝に記

す。

29）テユルク語やペルシア語の「あんちょこ」の存否については，和シア科学アカデミー東洋挙研

　究所所蔵テユルク語写本カタ雨露［双MKTPHeBa　2002ユやタタルスタン共和国科学アカデミー番

　語文学芸術研究所所蔵のペルシア語写本の瞭録［1’ii”E3yTgHHOB　2002］等から，ある程度想像す

　ることができる。
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　　今鷺までのマドラサにおける規定（ni％m＞であれば，シャーキルドがKdfi3，aを持って座ると，

　　師薩の方はKdfiyaの授業をするのにMz‘磁刀フ灌をすべて自ら読み，それについて％6フη，　Abd

　　al一（；hafz2r，‘Abd　al－Uakim，‘fsmat．A　lldihのようなものに収録される議論や答えを口述したもの

　　である。そしてMer1｛htasarを学ぶシャーキルドに対し，師匠はQarhistdiniを持ち，［アラビア語

　　の］旧く（qala）」，「また一説には（qlla）」，「これに関して（fi－hi）」という暗号を1つも残さず，

　　謎かけにいたるまで読んだものだった30＞。［HA　PT，Φ．1370，0u．1，μ．27：πi　ll　6－12　a］

この記述によれば教師と学生が向かいあい，アラビア語文法学書αム論点について授業

が行なわれる場合，学生はal－KOfibeaを手にするが，教師の方はa／－Kdfiyaの様々な注釈書

（当然al一一Kdfiya本文も収録されるものだろう）を持ち，注釈を講じていたということにな

る。法学書1肱肋酪α7αZ一珊すのαについても同様である。そして授業は，師匠が弟子に書

物の内容をロ糊し伝えるという方法で行なわれた31）。これはマドラサの高等程度の教育を

通して，学問分野や書物を問わず，実践された方法であったとみてよい。

　またマドラサでは，一定程度の学識を有するとみなされた学生が他の学生に教えるという

教育方法が珍しくなかった。リザエッディンは次のような経験を記録している。

　　私がShariz－i協確’認を学んでいた聴のことであった。尊敬する我らの師薩が，ご自身の‘Abd

　　al－Raufという名のこ子懲と，ご自身の姉妹のご子息を教えるようにと，私を任じてくださった。

　　彼らの1人はSharlz－i　fdmiをtもう1人は八降口識砂とMufe］ztasar　al－M？Tiqdyaを孕んでいた。

　　［gA　PT　：　｛3）．　1370，　oll．　1，　A．　27，　a．　12］

すなわち，リザエッディンがSharh－i　71磁’毎（表4－17）を学習していた時つまりマドラ

サの規定の授業の最終段階にあった時のことである。彼は師匠から，アラビア語文法学（表

4－5，5－1の書物〉を学んでいる学生らを教えるよう告げられた。そのうち1名が法学書

Mulelzta＄ar　al一　Wiqdiyaを学習していたのは，オレンブルグ・ムスリム宗務協議会で資格審査

試験を受けるためだったが，それはさておき，ある学生が他の学生を公に教える場合，それ

30）　この引用文に現われる書物の無畏は以下のとおり。Kofiya：表4－7。　Mulldi　fdmi：表5－！。

　7shm：‘1＄am　al－Din　lbrahim　b．　Mubammad　al－lsfara’ini（d，1537）著，表5－！に対する孫注釈

　旋3飯y鷹α！一！ltfazvlazvi　‘15di」¢　al－Din‘aldi　al－famio‘A　bd　al一磁廓ア：表5－1の著潜‘Abd　al－R麟man

　aレJamlの弟子であった」Abd　al－Ghaf自r　ai－Larl（d．！506＞による，表5－1に対する注釈書距フπα’

　冨6αZ一ゾ∂〃zる‘Abd　al－Uafeim：‘Abd　al－Hakiおa　b．　Shams　al－Din　a1－Siyalkat至が著した，先の‘Abd

　aE－Ghaf［ir　a1－Lari著‘fSmat々」6αZ臓耀に対する注釈e‘f，　mat　Al／dilz：‘亙＄mat　Allah　Muhammaδb．

　Mahmid　al－Bukhar1による，やはり表5級に対する注釈書砺s妨・α’α」一Mawlawt玲フ7zα’過〃励

　‘aldi　al－1dimi。　M3融蜘αア：表　7－17。　Quhistdini：Shams　al－Din　Muhammad　al－QLihistanl

　（aレKqhistanL　d．1534）による，表7－17に対する注釈書ル加‘α」一R％7溜2を指すと考えられる。

　ヴォルガ・ウラル地域に普及した，アラビア語文法学書αZ一三卿の注疏について詳しくは，Ca

　ΦHyππ組a　2003：140－144およびGAL　GI：303－305を参照。　Quhistdni　e：ついてはGAL　GI：378

　を見よ。

31）書物を筆写する際に口述された文章を耳で聴いて書き取ったe）　，師臨が弟子に書物の内容を口

　述することで知識を伝達したりするのは，まさしくイスラームの学術伝統においてリワーヤ（ri－

　waya）と呼ばれる方法である［Leder　1994；PederseR＆Makdisi！985：l130－1131］。
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は師匠の指示によるものであった。このように教える立場にある学生は，すでに述べたよう

に，ハルファと呼ばれた。またマドラサには，規定の授業を学び終えたか，あるいは優秀と

みなされる，ピシュカデム（bish　qadam）と呼ばれる者らがおり，リザエッディンによれ

ば，彼らは学術的な議論を行なう会合を開いたりしていた［HA　PT，Φ．1370，0H，1，　A．　27：

rr．　17　6］o

　4　寄宿学生生活

　リザエッディンはイマームの家庭に生まれ育ったため，最初期の教育は自宅で愚親から，

あるいは自宅に近接したマドラサで教師を兼職する父親から受けたと考えられる。しかし彼

は，霞宅を離れて教育を受けるようになると，マドラサに寄宿して過ごした。上述のように，

彼は原則として，毎年秋になると自宅からマドラサへ移って寄宿学生生活を送り，春になる

とマドラサから自宅に戻っていた［HA　PT，Φ．1370，0r．1，瓜。27：em．　22　6－24　a］。つまり1

年のうちマドラサで授業が行なわれる時期は秋から春にかけてであり，主に冬季であった。

　リザエッディンがマドラサ寄宿生活を開始した年齢は，7歳になる頃である。ただし最初

は，兄等の年長の身内が彼に問物し，一緒に生活した。彼の両親が年長の身内なしで彼のみ

を寄宿させるようになったのは，1869年の秋彼が10歳を過ぎて以降と考えられる［HA

PT，　q）．　1370，　oll．　1，　a．　27：Ji．　226nv24　a］．

皿　！9世紀後半ヴォルガ・ウラル地域のマドラサ教育

　1　教育課程，書物，教授方法，学生生活

　ヴtルガ・ウラル地域における伝統的なマドラサ教育については，リザエッディンの書伝

の他，上述のBaπ瓢OB　1923，そしてカザンで活動したロシア正教宣教師ヤコヴ・コブロフ

（5｛KoB及M欝p玖e畷q　Ko6n［oB，！876～？）の！9！6年の著作［Ko6」lo819！6］からも比較的詳

纈な情報を得ることができる。ただ，BaRmgOB　1923に上述のような問題があるのと高察，

Ko6π081916も，より適切な史料が他に存在する場合には，一次史料として利用すること

ができない。というのもコブvaフは当然のことながらマドラサで学習した経験を持たず，さ

らに彼の記述には，彼霞台が研究したロシア帝国の東洋学者らの著作の内容が反映されてい

るからである。つまりコブロフの記述は結果的に，ヴォルガ・ウラル地域のムスリムについ

て書いたものか，マー・ワラ～・アンナフルについてか，あるいは他地域にかんするものな

のか判別し難い部分を含んでおり，それゆえ史料として利胴するにはt注意を要するものと

なっている。それでもBaπ瓢081923やKo6∬OH　19！6がりザxッディンの記録を傍証し補完

する史料として有用であることはまちがいない。要するに，BaπuaoB　1923やKo6JioB　1916

から得られる情報のうち，時代地域等について明記された，具体的事実を証言するものにつ

いては，リザエッディンの経験が錨該時代地域において一般的なものであったか否かを判断
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する材料となり得るのである。そこで以下に，これら複数の史料をあわせることにより判明

する，！9世紀後半ヴォルガ・ウラル地域のマドラサ教育の～般的状況について，整理する

こととする。

　リザエッディンが記録するマドラサ教育は，BaJixEoB　l923やKo6π081916の記述に照ら

すと実際のところ，当該時代地域において一般的なものであったと判断してよい。その教育

課程は大きく，マクタブとも呼ばれ得る施設における初等程度の教育と，マドラサにおける

高等程度のそれとの2段階にわかれていた。そして諸々の学問分野，書物を所定の順序に従

い教授・学習するというものであった。

　上述のように，初等程度の教育では，クルアーンやイスラーム教義の基礎知識　イスラー

ム神秘主義の要素を含む韻文行為規範『40のハディース毒等のハディース集が教授・学

習された。高等程度の教育では，まずアラビア語文法学，次いで論理学，神学，法学基礎理

論法学の諸学問が，この順序で教授・学習された32＞。

　リザエッディンが列挙するマドラサ教育のための書物は少なからずtヴァリドブやコブロ

フが挙げるものと共通する。初等程度の書物であれば表1－！，！－2，1－5，3－8，高等程度の

教育で利用されたものとしては，アラビア語文法学で表4－1，4－2，行為規範で表4－6，論理

学で表4－8，6－1，また神学書では表4－12，4－17，6－2が特に普及していたようであり，ク

ルァーン注釈でよく用いられた書物は表6－3，タジュウィード学が学ばれる場合は表7－！3，

そして法学書では表7－17をはじめとする，『ヒダーヤ』とその注釈や摘要が広く利用されて

いた［BaJIH八oB　l923：13－14，16，25－32；Ko6πoB　1916：14－35］。教授・学習に利用された書

物を記述言語からみれば，初等程度の段階ではテユルク語の本も用いられたが，高等程度の

課程ではt最初にペルシア語とアラビア語を併用する書物1～2点程度が利用されたのを除

外すれば，すべてアラビア語文献であった。この点についてもりザエッディンの経験は一般

的であったと雷える。

　こうした諸々の事実から，19僅紀後半ヴォルガ・ウラル地域における伝統的なマドラサ

の高等程度の教育課程は，イスラーム法学の専門家であるウラマーを養成するものであった

と言えよう。

　ちなみにヴァリドブによれば，学生らは，学穰中の書物の名称に基づいて，「～読み（～

ハーン，一khwan）」と呼ばれたという。例えばアラビア語文法学を『アブドゥッラーの注釈

（Sharb－i　‘Abd　Allah）』で学ぶ学生らは「アブドゥッラーの注釈読み（Sharb－i　‘Abd　Allah－

khwan）」と呼ばれた［BaemvaXXOB　1923：25］。

　初等の子どもらに対するアラビア文字の読みかたの教授方法についても，ヴァリドブは具

32）　ヴァリドブは論理学と神学の間に哲学が教授されたと述べ£Baesva：OB！923：26］，コブロフも

　哲学に論及するが〔Ko6πOB　19！6：31－32］，リザエッディンの記録では哲学が重視された様子は

　ない。哲学がまったく学ばれなかったわけでなくとも，やはり哲学系統の学問としては論理学が

　最も重要とみなされたはずである。トルキスタンの事例ではあるが，磯貝2011：資料2も参照。
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体的に記述している。それは単語を音節で区切り，音節ごとに，文字の名称とそれに付され

る発音符号の名称，そして発音を，声に出して読みつつ暗記してゆく，イジェク（ljik）と

呼ばれる方法である33）。例えば「ミン（min）」という単語がある場合，子どもらは「ミー

ムのアストゥ［「下」の意でカスラを照門する一訳注］はミ（mi），ヌー一一ンにスターンで，

ミン」と発声して記憶した［BaJiutRoB　1923：16－17；Ko6π081916：36－38］。書きかたは，

ハルファが子どもらに簡単な文章を書いて見せながら教えたが，それとは劉に子どもらは，

書物や，地域でよく知られる歌を書写して覚えたという。ちなみに書物の筆写は，印刷本が

ない藤代には書物が手もとにないという理由で行なわれたが，印刷本の普及後も書く練習と

して続けられたと，ヴァリドブは述べる34）。リザエッディンも上述のように多数の書物を

筆写し，規定の授業の枠外の書物までをも自主的に書写して研究した。つまり豪該時代地域

の伝統的なマドラサには，一定程度の自主的な学留を奨励するような学生文化があり，それ

を可能にするだけの蔵書も備わっていたとみることができよう。このことはマドラサが学生

にとり，学ぶ意欲がある場合には，相当の学識を身につけることのできる場所であったこと

を意味するだろう35）。

　1年のうちマドラサで授業が行なわれた時期は，リザエッディンの記録にあるように，

秋から春までであったが，コブロフによれば，これは夏の農繁期を避iけるためであった

［Ko6」1OB　1916二48］。初等程度の教育を受ける男の子どもらは通例，マハッラの集会モスク

に併設される学校に通学した。女子はイマームの家でアブスタイに教わった。一方，マドラ

サ高等教育を受ける学生は，やはりリザエッディンの記録にあるように，寄宿生活を送った

［BaxmpoB　l923：17，！8コ。学生の年齢についてヴァリドブは，初等程度のマクタブ教育を受

ける者らのなかでは8～14歳の点数が多かったと述べる。その次が6～7歳である。しか

し16～！7歳で初等の課程にある者もおり，彼らはハルファの助手を務めたりしたという

［BannAoB！923：16〕。またコブロフによれば，カザンのマドラサでは高等程度の教育に

8～15年間が費やされた。学生のなかには40歳になるまで学ぶ者もおり，最も若くしてマ

ドラサを去る場合でも22～24歳であった［Ko6πOB　1916：49］。学生の年齢について，ヴァ

リドブやコブWフの記述が事実を反映したものだとすれば　リザエッディンは比較的耀い年

齢のうちに，初等および高等の教育を受け始めたことになる。そしてまた，マドラサで年

長の学生がハルファとして他の学生を教え，教師を補助するのも，一一般的なことであった

［BaJrvalloB　1923：13；Ko6xeB　1916：56－57］．

33）　クルアーーンや，その一部を抜粋したものであるffaftiyak（表！－2）の読みかたは，特にこの方

　法で教授・学習された。本稿注21も見9t　e

34）BamaAeB　1923：14－16を見よ。ウスマーーノブはrocMaHoB！994：95－155で，マドラサの学生が

　筆写した写本の事例を複数提示し，そこに多数の韻文が紀されていることを指摘する。

35）　ウスマーノブはこのことを，旧くも！980年代に指摘している〔TocMaHoB　1984：145］。

　ΦapxmaTOB　1994：75－76も参照。
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　2　マドラサ高等教育の目的と社会的機能一修学者の就職をめぐって一

　ところで本稿はこれまで，マドラサ教師についてほとんど説明をしてこなかった。そこで

以下にまず，マドラサ教師がいかなる人々であったのかを，特に欄度的な側面から概観する。

その後干らが教職を務めただけでなく，教師となる人材の養成課程でもあった，マドラサ

における高等教育について，修学者が就職のために受験した資格審査試験にかかわる史料を

検討することで，その脱勺や社会的機能を考察することとする。

　すでに述べたように36），19世紀後半のロシア帝国ヴォルガ・ウラル地域においてムス

リム行政を下膳していた機関は，ウファ市所在のオレンブルグ・ムスリム宗務協議会であ

る。その業務の1つに，マハッラのイマーム職等を志望する者らに対する資格審査試験の実

施があった。リザエッディンは28歳でこれを受験し，イマーム・ハティーブとムダッリ

スの資格を認められ，その後サマーラ県庁からイマーム職に任じられるとマドラサを去り，

任地の農村に赴く。マハッラのイマームに任命された者がムダッリス，ムアッリム，あるい

は子どもらのムアッリム（mu‘allim－i　＄ibyan）という呼称の教職資格も同時に認められ，そ

のうえで教育に従事するのは，制度化された，一般的な事象であった［ΦapxmaTOB　2006：

287］e

　宗務協議会の管轄地域において，制度上，マハッラはロシア正教の教区に相巌する共同体

として，またイマーム等の宗教的な職務にある者は正教教区司祭に対応する聖職者として，

それぞれみなされていた。長縄宣博がまとめるところによれば，マハッラは19世紀末には，

帝国の法規により，1日目集会モスクを申心に少なくとも男子200名で構成されTそこに3

名までの聖職蕎が，それぞれイマーム，ハティーブ，ムアッズィンとして任命されるものと

定められていた。しかし通例1つのマハッラには2名の聖職者が任じられ，1名がイマーム

とハテ4一ブを兼務し，もう1名がムアッズィンを務めた［長縄2004二3；Naganawa　2006：

105；A3aMaToB　1999：89，96－102；ΦapxmaToB　2006：289］。そしてイマームがムダッリスや

ムアッリムといった教職資格により，多くの場合モスクあるいはイマームの自宅に併設され

た，マドラサやマクタブで教鞭をとったのである。彼らは帝国行政のうえでも，また一般の

ムスリムからも，「ムッラー（mulla）」と呼ばれた。

　つまり，マドラサで最も高い知的権威を認められる「師匠」は通例，そのマドラサが所在

するマハッラに，所定のプロセスを経て公的に任命されたイマームであった。そのプWセス

において，イマーム候補者はウファ市に赴き，宗務協議会の資格審査試験を受けて適格であ

ることを証明されねばならない。また彼は，任地となるはずのマハッラで郷長と村長の臨席

のもと，マハッラ住民の家長らの2／3以上の賛成で選出される必要がある。これらの条件を

満たしたうえで，イマーム候補者は，県庁により，適任と判断されればイマームに任命され

たのである。こうして任命された者は，県庁よりウカーズ（ysca3，政令）を授与されたた

36）本稿注llを参照のこと。
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め37＞，政令のムッラー（yRa3HLI盤MyJIJIa，　Uk農zl至mul猿）と呼ばれた［長縄2004：3；

Naganawa　2006：　106；　A3aiN｛aToB　1999：　96；　Frank　2001：　120－！33；　¢apxmaToB　2006：

286－287；Ko6aoB　1998　（1907）：13－15］o

　そしてマドラサ高等教育はtこのようなイマーム篇マドラサ教師候補者の養成において，

特に宗務協議会での資格審査試験と関係する重要な役舗を担うものであった。リザエッディ

ンは，ニージニエ・チェルシルイのマドラサで資格審査試験の準備をする学生を教えていた

頃の記憶として，次のように述べる。

　　協議会へ受験しに行く願番が来ると，多くのシャーキルドらがあちらこちらにMitflhtasarを持ち

　　歩き勉強してまわるけれども，私のシャーキルドらはMufehta，　arの一部を読み，［それだけで十分

前　であったため〕受験することを恐れなかったのだった。£薮APT，Φ．1370，0u．！，　Pt．27：n．116〕

この記述から，資格審査試験が法学書Mu7ehtasαr　al一　1？Viqdya（表7－17）の内容を問うもの

であったことが判明する。またリザエッディンは，次のようにも記す。

　　私のシャーーキルドの1人が試験に行くことが必要になったその時，遺産分割学（fara’id）を学んで

　　いないシャーキルドは受験することができないという情報が明らかとなった。〔中略］この時，私

　　露身が選麓分割学を見たこともなく，学問的に知ってなどいなかった。私は無理に独学するとい

　　う方法でSirdiiyaを学び，そして私が学んだことをすべてシャーキルドにも学ばせた。このおか

　　げでシャーキルドは試験に合格し，私のほうはこの学問を知った。［HA　PT，Φ．1370，0rr．1，江27：

　　x．　11　6］

この記述によれば，資格審査試験で出題される遺産分翻学の問題への対策として，Sが吻御，

すなわちSiral　al－Din　AbαTahlr　M面ammad　b．　Muhammad　al－Sajawandl（12～13世紀）の

κ癖∂α♂吻短’むαど一s〃吻⑳α［GAL　GI：378－379］を学解しておくことが，有効であったと考え

られる。実は，資格審査試験で遺産分割学の知識が問われたということは，ヴァリドブも記

しており［BaJivaxxoB！923：32］，先行研究でも指摘されている［CaChvayll／lvaHa　2003：963。ま

た，1893年5月22E付けで宗務協議会が発行した，遺産分割にかかわる規定を解説する通

37）　ロシア連邦バシコルトスタン共和国ウファ欝にあるバシコルトスタン共和飼立中央歴史文書館

　（qeHTpaxbHbrk　rocyAapcTBeHHblth　MeTopvageeKrava　apxvaB　Pecny6”nKi｛　SaxilscopToeTall，　［［1”vaA

　PS）は，マハッラのイマーム等の任命に際し発行されたウカーズを多数所蔵する。一例として，

　！895年にサマーラ県庁からあるムッラーに発行されたウカーズの本文を以下に訳幽する。「金ロ

　シアの皇帝にして専制鱈主たる陛下のウカーズ，サマーラ県庁よりメンゼリンスク郡エルスパイ

　キナ郷トイメトキナ樗の農民ファッターフェッディン・ギリマ自門ノブへ，以下の如く。彼は，ス

　タヴロポリ郡ヴKセル村ヴィセルキのタタールの村の教区民らによる，彼らの村にある第2集会

　モスクへの，オレンブルグ・ムスリム宗務協議会にて行われる資格審査に適うムッラーとしての丁

　法秩序に間つた選出の後，！895年7月！4田付のサマーラ県庁の決定に基づき，上騰モスクにお

　ける，イマーム及びムアッリムの職位を有するムッラーとして任ぜられる。本ウカーズは彼ギリ

　マーノブにT然るべき署名の後，前側捺印の上，1895年7月18iヨに授与される。」こうしたウ

　カーズ証書には番号が付された。この例に替された番号は2714である£瓢r鉦AP3，Φ．H－295，

　OR．10，　A．46：リスト番愚なし］。
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達には，「遺産分調は［中嘲fファラーイズ」という書物の諸々のリワーヤに基づき，シャ

リーアの諸規定に則して行なわれる」という文言があるのだが［C耳OMAC：92－94］，当

該時代地域で普及しでいた遺産分割学書のうち，fファラーイズ」という略称で呼ばれたも

のは，上述の！ぐあ勧αZづ加グ∫4αZ－3ガ吻御であると考えてよい〔CaΦHy紐HHa　2003：96－97；

Xax｝inoB　1986　g．1：201－203；ΦpoJloBa　1996：！29］。要するに資格審査試験における遺産

分捌学からの開題のために，Kitdib読吻短’むαム5ゴ吻ゆσを学ぶ必要があったというりザ

エッディンの証悪は，他の史料に照らしても，19世紀末頃の資格審査試験の一般的なあり

かたであったと欝える。

　つまり，19世紀後半ヴォルガ・ウラル地域のマドラサにおいて，高等程度の課程で最終

的にイスラーム法学知識を獲得すべく諸学問を学習した学生，すなわちイマーム：マドラサ

教師候補者は，オレンブルグ・ムスリム宗務協議会の資格審査試験で適格と認められるため，

それまでに得た知識を基礎として法学書肱罐伽εσ7αム晩すのαと，遺産分割学書α♂一翫短毎

αZ－3甑のあ・αを学習したのである。

　ところで，資格審査試験を受けるため宗務協議会を訪れたイマーム候補者は，そこに備え

られた受験者の登録簿に，自らについての情報を，師匠の名や学習した学問分野，書物の名

称等を含めて記し，申請した。実は，この受験者登録簿について詳細な情報を書き残したの

も，リザエッディンである。彼はソ連期にまとめた手稿のf試験の記録簿から，いくらかの

書き写し」と題する箇所で登録簿の概要を説明し，さらに～部を抜粋して筆写した38）。

　リザエッディンによれば，宗務協議会は資格審査試験受験者の登録簿を作成していた。そ

れは2種類あり，彼はその1つを「短い記録簿（qisqa　daftar）」，もう1つを「長い記録簿

（azOn　daftar）」と呼ぶ。「短い記録簿」は少なくとも1840年から1871年まで作成され，宗

務協議会に保管されていた。「長い記録簿」は1841年以降のものが保管され，こちらは革命

を経てソ連期になっても作成され続けたという。これらはアラビア文字表記のテユルク語で

作成された。もともと「短い記録簿」は受験者が自ら記入するものであったが，後になると

受験者は「長い記録簿」にのみ記入するようになり，「短い記録簿」の方は，カーディーが

「長い記録簿」から情報を抜粋して筆写するという方法で作成するようになった。一方，「長

い記録簿」には常に受験者が自ら記入していた。「短い記録簿」に記入された情報は，受験

者の出身郡村，名，父親の名（父称）であり，資格審査試験で適格と認められた職位（「イ

マーム」等）も，ともに記載された［HA　yH狂PAH，Φ．7，0R，！，　E．13（H．　a．〉：π．98－10e〕。

　本稿が特に問題とするのは，資格審査試験受験者が「長い記録簿」に記した情報である。

受験者はこれを1人称の陳述のかたちで記述し，最後に署名した。記した情報は受験者によ

り若干異なっていたが，基本的な記載事項は，年月日（回暦），串身郡村，名と父称，ウ

38）　この史料は［HA　yH瓢PAH，Φ．7，0u．1，　ll．13（H．　a．）：x．98－109］であるが，管見の限1）　，先

　行研究で利用されたことのないものである。そもそも宗務協議会の資格審査試験受験習の登録簿

　については，筆蓉の知る隈り，先行研究で解説されていない。
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ファのムフティーのもとに来たということ，任地候補のマハッラの名称と人ロ，年齢，婚姻

の有無，そしてマドラサにおける師匠の名と学習した学問分野および書物であった［HA

yH狂PAH，Φ．7，0n，1，　A．13（H．　a．）：n．101－109］。一例として，1878年IO　9！6罠に受験

したJamal　al－Din　Subhanqul　aghliという入物の，マドラサにおける師匠の名と，学習した

学問分野および書物の記載部分を引用すれば，次のとおりである（角括弧内に，リザエッ

ディンが学習した書物の表との対応を記す）。

　　アラビア語統語論佃鵜一i　nabw）からSharh－i　Mztlldi俵5－1］。論理学からShamsiya［表4－9］，

　　Sullam£表6－7］，神学から‘Aqdi　’id－i　Mz‘／ldi　faldilこ表4－17］，法学からMarfehtasar－i泌iqdi），a［表

　　7－！7］，Hiddya［表7－17，濾26参照］を，尊敬すべき我らの師隆Dal瓢lla‘Abd　Allah師とYar

　　Allah師の御前で［学んだ］［HA　yH瓢PAH，Φ．7，0n，1，耳．13（H．　a．〉：n．！08　a］e

すなわち資格審査試験受験者は，法学と遺産分翻学の試験そのものとは別に，マドラサ教育

での師匠と，学習した学問分野および書物を，すべてではなくとも，具体名を挙げて申告す

ることが要求されたのである39）。

　さて，以上の諸々の事実から，19世紀後半ヴォルガ・ウラル地域のマドラサ高等教育の

E的は明らかに，マハッラにおいてイマーム，ハティーブ，マドラサ教師等の職位を務める

人材を養成することにあったと奮える。イマーム等の聖職を志望するマドラサ学生は，宗務

協議会の資格審査試験を受けねばならなかったが，そこで師匠の名と学肥した学問分野や書

物の名称を申告する必要があり，さらに試験では法学と遺産分割学の問題に解答せねばなら

なかったのだから，彼らが長い年月をかけて非母語のアラビア語で書かれた書物を学習した

ことは必然であったろう。そしてロシア帝国行政の側からすればマドラサは，宗務協議会に

よるムスリム行政の末端を担うイマーム等の聖職者を養成するという，社会的機能を果たす

施設であったと言える。ただし，イマーム等の資格で就職することのみを陸標とせず，イス

ラーム法学を申心とする諸学問に精通したウラマーとしての評価をも得ようと励む学生にも，

上述のように，マドラサは相当の学識を提供し得たのである。

お　わ　り　に

　19世紀後半，新方式教育が普及する直前のヴォルガ・ウラル地域のマドラサ教育課程は，

初等程度のものについては，クルアーンやその一部の抜粋からなる書物を利用したクルアー

39）　リザエッディンが筆写した受験春登録簿のオリジナルは，筆者が知る限り見つかっておらず，

　現存しない可能性が高い。しかし筆者はバシコルトスタン共報圏立巾央歴史文書館において，

　1915～1916年の獄験詑録簿（lmtiban　daftarl）遍を調査した。その内容によれば，1915年の段

　階では，受験者は詑録簿に師薩の名は記入しても，学習した学問分野と書物の名称は書かなかっ

　たことが判聡する。そのかわり受験者は，学習した学問分野の名称が記載されたマドラサ修学証

　書（shahadatnama）を別途提出した［耳r難A　PB，Φ．　M－295，0n．10，双．62！］。
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ン暗喝，アラビア文字とイスラーム教義の基礎知識イスラーム神秘主義の要素を含むよう

な韻文アダブと呼ばれる教養や行為規範そしてハディースの教授・学習により構成され

ていた。高等程度の，「規定の授業」と呼ばれる課程は，アラビア語文法学，論理学，神学，

法学基礎理論の諸々の学問分野の書物をこの順序で教授・学習し，学生が最終的にイスラー

ム法学知識を獲得することができるよう構成されていた。教授・学習に利用された書物は，

最初等の教育段階ではテユルク語，ついでペルシア語で書かれたものであったが，高等程

度の課程では，ほぼすべてが11世紀から17，！8世紀頃までに著されたアラビア語の古典文

献であった。高等程度の課程で利屠された書物のうち，非常に普及していたものを特に例

として挙げれば，アラビア語文法学についてはBa－ddn（表4－！）やSharh－i　‘Abd、AllMz

（表4－2），論理学書であるκ磁ろαム頽g乃吻∫（表4－8＞やSharZz　Hil｛mat　al一‘ayn（if．　6－1），

神学書Sharh　al－7頃磁σ雇Z記一趾σ日毎α1一耀s吻α（表4－12），　Shar！zαぬ4σδ’彪αムα4z‘礎ソa

（表4－17），Shar！z　Mawaqzf　fi‘i／m　a／－ka／dim（表6－2）等である。法学書は，　al－Naqdyα

Mufehta＄ar　al一　WiqdiJ，a（表7－！7＞をはじめとする，『ヒダーヤ』とその注釈や摘要が利用さ

れた。そしてリザエッディンは，こうした伝統的なマドラサ教育課程において得た知識を基

礎として学習・研究を進めてゆき，後にイスラーム改革論を唱道するウラマーとして著名と

なっていったのである。

　また，オレンブルグ・ムスリム宗務協議会の管下におけるマハッラと，イマームをはじめ

とする聖職の制度化の実状，とりわけ聖職志望者がマドラサで師匠のもと「規定の授業」の

イスラーム諸学を修め，宗務協議会での資格審査試験の際にその修学歴を申告したうえで，

法学と遺産分割学からの燃題に解答せねばならなかったという事実からはtアラビア語の書

物に満ちたマドラサ高等教育の9的と社会的な機能が，制度と実態のいずれにおいても，ロ

シア帝国行政下のマハッラ聖職者養成であったことが明白である。その一方で，マドラサが

ムスリム社会の内部で果たした役罰について考察してみると，マドラサには，いま一つの重

要な社会文化的機能があったと書えるだろう。それはアラビア語の古典文献からなるイス

ラームの学術文化を，その擦い手であるウラマーを養成することで保ち，継承するという機

能である。このことの意味は，当該地域が地理的にヨーロッパ部urシアのなかに位置すると

いう事実に照らせば，決：して小さくはない。

　本稿の結論は以上のようなものであるが，ここで明らかとなった19世紀後半ヴォルガ・

ウラル地域のマドラサ教育について，関連する他の時代地域の教育の問題と考え合わせるこ

とにより判明する事柄を，以下に簡単に指摘しておきたい。

　第！は，当該時代地域のマドラサで利用された書物と，その教育課程の由来についてであ

る。ヴァリドブはヴォルガ・ウラル地域の伝統的なマドラサのカリキュラムが「ブハラ・タ

イプ」であったとし［BaJivaEOB　l923：21コ，先行研究の多くも「ブハラ式」であったと述べ

ている［小松1983］。このように語られてきたことは，本稿が示した事実を，トルキスタン

のマドラサ高等教育で利用された書物や，その教育課程と実際に比較すれば実証されるの
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である。19世紀の（西）トルキスタンのマドラサ教育課程について磯貝健一は，教授・学

習に利用された書物が課程の初めから順に，鰍知れ』，『ムイッズィー』…であり，そして

課程そのものはアラビア語文法学，論理学，思弁神学，法学基礎理論，ハディース学，クル

アーン注釈学，法学といった諸々の学問分野を，この順序で教え学んでゆくものであったと

説明する磯貝2009：106－112］。il汝知れ遇とはBa－ddin（表4－1）であり，冨ムイッズィー醒

は注釈書Sharh一一i　fA　bd・A　l／dih（表4－2）の原典であるが，その他の書物についても［磯貫

2011：資料3］，また課程そのものについても，トルキスタンのものとヴォルガ・ウラル地

域のそれは根当程度共通する。すなわちヴォルガ・ウラル地域のマドラサ教育課程は，教

授・学習に利用された書物（原典，注疏）も含め，確かにトルキスタンから将来されたもの

であると耀える40）。

　第2はt1870年の「異族人教育規則（llpaB｝i」ia　o　Mepax　K　06pa30BaHflre　HacenmomMx

Poccmuo　MHopo2111eB）」に基づく諸学校が徐々にであれ増えてゆき，さらに19世紀最後の

10数年以降，薪方式教育を支持し，普及させようとするムスリム知識入が数を増すという

歴史的状況のなか，本稿が示したような伝統的教育課程によるマ下ラサが，厳しい批判の対

象となっていったことにかかわる問題である。そうした批判の要心は，様々な史料に依拠す

れば複数挙げることが可能であり，実際に多数の先行研究で雷撃されてきている。ただ，本

稿がこれまで検討してきたマドラサ教育課程，そしてその霞的や社会的機能の諸点からすれ

ば確かな要田を1つ指摘することが可能である。それは，マドラサ高等教育が聖職志望者

のためのものであり，他のキャリアを志す者には役に立たなかったということである。その

うえ初等程度の教育内容も，すでに幾多の先行研究でも指摘されるように宗教陶冶を中心と

しており，しかも学慨する子どもらは非母語であるペルシア語やアラビア語の書物の内容を

学ぶことを余儀なくされた。それゆえ子どもらは，聖職者をめざすわけでもない限り，学習

意欲を失いがちであったろう。要するに，伝統的なマドラサ教育はウラマ～養成に特化して

おり，皆教育にも一般教育にも，そして当然ながらウラマーの養成を眠的とするわけではな

い他分野の專門教育にも，適するようなものではなかった。それゆえ，urシア帝国において

「『教育の身分蘇原珊が揺らぎ」始め£橋本2010：13］，ムスリム住罠にとっては，「異族

人教育規則」によってマドラサ以外の学校の選択肢が視野に入るようになり［Dowler　2001：

78－79］，さらに学校教育の先にあるはずのtより広い職業選択の可能性が見えるようになり

40）　ペルシア（タジク）語話者が皆無のヴォルガ・ウラル地域で，ペルシア語で書かれた書物（表

　4－1，4－2等）がマドラサ教育に利用された理曲についても，トルキスタンのマドラサ教育課程が

　欝物も含めてヴォルガ・ウラル地域に将来された結果であると書える。ただし，この19世紀後半

　の中央ユーラシアのマドラサ高等教育課程が，イスラーム中世以来のマドラサ全般に共通するも

　のであったと言うことはできないだろう。「マドラサ」という欝葉で同じように呼ばれる教育施設

　であっても，その実態は陣代や地域により様々に異なるものであったと考えられる。イスラーム

　中世のマドラサについて，代表的な先行研究は河久津1999で条召介されている。！9世紀のオスマ

　ン帝国におけるマドラサの状況については，秋葉1996を参照。
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始めた時，伝統的なマドラサ教育を撹判ずる雷辞が支持を集めるようになったと考えること

ができる。

　しかし新方式以前の伝統的なマドラサやマクタブで利用された書物や，あるいはそれらに

基づく教育内容が，そう簡単に棄てられなかったこともまた事実である。このことを示す1

つの事例は，ウラル南麓解毒のムスリム知識人ムハンマド・ガブドゥルハイ・クルバンガリ

エフ（Mubammad　‘Abd　al－Hayy　Qurb2n”Aliyi£1889畦972）が東京代々木の東京蘭教学校

内に設立した印刷所で［HHc瑚Ma　20！！；松長2009コ，1930年代に印刷発行した諸々の書物

のなかに見いだされる。クルバンガリエフは，新方式を支持したムスリム知識入らの著作と

同時に，Bα一dαwdim々癖切（表1－3）やAl｛hir　2αmdn　flitdbl（表1－5），さらには新方式支持

鷺の言説で特に「旧方式（u＄al－i　qadim）」を象徴する書物とみなされ批判されたllaftiyafl

（表1－2）までもを，印制発行していたのである［DUndar＆Misawa：20！0〕。この事例から

わかるように，薪方式教育を研究対象とするならば，教育の方法や制度枠組についてのみ．な

らず，教育内容の間題についても，そこに見いだされる伝統を継承する要素と，新規に導入

された要素がそれぞれいかなるものであったのかという視点から，丁寧に検討してゆく必要

があろう41＞。これは今後の課題としたい。

［付記3本稿の一部は，平成22～23年度科学．研究費補助金（研究活動スタート支援，課題番

　　号：22820041）による研究成果である。
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